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要旨 

 

 KidaのSupriatningsih(2014：91) によると、決められた状況や場面で、

学習がある役割になって、自分で表現を選んでコミュニケーションする練

習をロールプレイと言うメッソードである。 

 本研究の目的は、初中級会話にどのようなロールプレイの実施を使用

するのかとロールプレイに対するどんな学生の応答ことがわかる。 

 本研究は定性分析を使用した。データ収集方法は観察とインタビュー

とアンケートからとった。結果は、ジョグジャカルタムハマディヤ大学日

本語教育学科に日本語初中級会話で脚本無のロールプレイを使った。授業

の流れが三部ある。まず、あいさつと先の資料を復習すると今の資料を説

明する。つぎ、クラスをセッティングすると討論するとロールプレイを表

す。最後、質問すると手応えすれである。 

 学生の応答は良いである。クラスの雰囲気良いとも良い。アンケート

の効果から、94,7％学生がでロールプレイを使う時、楽しい授業を感じた。
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1.  序論  

  

 現在、インドネシアで外国語の大学がたくさんある。例えば、日本

語の大学である。日本語において学習能力が四つある。例えば、会話、

読解、文法、聴解である。話すというのは、意見と気分を言うために、

音と言葉を言う能力である(Tarigan の Ali, 2013:3)。日本語で、一番大

切ことは会話である。なぜなら、会話が人の生活関係がある。そのこ

とから、学習者楽しい勉強するために、教育者がいろいろな授業の方

法を使わなければならない。 

 授業の方法というのは、対処法を選ぶに基づく言語の授業設計であ

る(Wicaksono, 2016:7)。授業の方法を使う時、学習者に授業の目的を

得ると授業の資料がわかりやすいを手伝う。会話の授業でいろいろな

方法を使う。例えば、ロールプレイである。Kida の Supriatningsih 

(2014：91) によると、決められた状況や場面で、学習がある役割にな

って、自分で表現を選んでコミュニケーションする練習をロールプレ

イと言うめっソードである。ロールプレイのタイプが二つある。これ

は、脚本のロールプレイと脚本無のロールプレイである。ロールプレ

イを使う時、たくさん利益がある。Ladousse の Susanti (2007:20)によ

ると、ロールプレイの利益は： 

a. いろいろな経験を得る。学生がどんな場面も多く会話練習すること

ができる。 

b. クラスで、楽しく安全な授業の方法で学生された言語を試すことが

できる。 

c. ロールプレイが多く恥ずかしい学生の意見とアイデアを表すことを

手伝う。 

 その理由から、研究者は日本語初中級会話におけるロールプレイの

実施の研究が興味がある。 
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a. 問題の定式化 

  

1) ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科で、日本語

初中級会話に、どのようなロールプレイの実施を使用するのか。 

2) ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科で、日本語

初中級会話に、ロールプレイを使う時、どんな学生の応答か。 

 

b. 研究の目的 

 

1) ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科で、初中級

会話に、ロールプレイの実施を使うことがわかる。 

2) ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科で、初中級

会話に、ロールプレイを使うとき、学生の応答ことがわかる。 

 

研究者が先行の研究二つを見つける。これは： 

a. 2016 に Hayati さんの研究である。研究タイトルは“Penerapan 

Metode Role Playing Pada Mata Pelajaran Ilmu Pengetahuan Sosial 

(IPS) Kelas V Di Madrasah Ibtidaiyyah Ma’arif Nu Teluk Kecamatan 

Purwokerto Selatan Tahun Pelajaran 2015/2016”である。   

b. 2014 に Arfianah さんの研究である。研究のタイトルは “The 

Implementation Of Replacement Performance Role-Play In Teaching 

Speaking To The Eleventh Grade Students Of Man 2 Bojonegoro”であ

る。 

 

 二つの研究は同じことがある。それは、ロールプレイの実施研究であ

る。しかし、別なことがある。それは、Hayatiさんの研究が小学校で社会

科学におけるロールプレイの実施する。一方は、Arfianahさんの研究が高

校で英語におけるロールプレイの実施する。 
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2.  本論  

  

a. データおよび研究の方法 

本研究は定性分析を使用した。研究者はオブザーバーになる。

研究対象はジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科

の二年生である。研究のインストルメントは観察とインタビュ

ーとアンケートとドキュメンテーションである。観察のデータ

分析方法は Miles and Hubermanの近接を使う。インタビューデー

タ分析方法は記述的を説明する。アンケートのデータ分析方法

はデータの結果が公式を計算する。 

 

b. 分析の結果と考察 

結果は、ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科に

日本語初中級会話で脚本無のロールプレイを使った。授業の流

れが三部ある。まず、あいさつと先行の資料を復習すると今の

資料を説明する。つぎ、クラスをセッティングすると討論する

とロールプレイを表す。最後、質問すると手応えすれである。

学生の応答は良いである。ロールプレイの実施に利益と欠点あ

る。利益は学取捨がどんな場面も多く練習することができる。

しかし、ロールプレイの欠点は学取捨が語彙とか文法とか表現

がわからない時、学習活動が邪魔するになる。クラスの雰囲気

良いと思う。アンケートの効果から、94,7％学生がでロールプ

レイを使う時、楽しい授業を感じる。 

 

3. 結び  

結果は、ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科

に日本語初中級会話で脚本無のロールプレイを使った。授業の流れ

が三部ある。まず、あいさつと先の資料を復習すると今の資料を説
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明する。つぎ、クラスをセッティングすると討論するとロールプレ

イを表す。最後、質問すると手応えすれである。学生の応答は良い

である。クラスの雰囲気良いと思う。アンケートの効果から、

94,7％学生がでロールプレイを使う時、楽しい授業を感じる。研究

は、話す能力を上げるにおけるロールプレイの有効性である。 
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